




















































































































































































治45）年 5 月 7 日であった。組合設立が周辺町
村よりも遅れたというが，隣村の西柘植組合は


















































































表 2　東柘植村の人口職業構成（人口 3,907 人，男 1,914 人，女 1,993 人）（1933 年末）
総戸数 農　業 工　業 商　業 交通業 公務自由業 その他
家事
使用人 無　業 鉱　業
768　戸 464 44 77 49 46 64 7 16 1
100　％ 60.4 5.7 10.0 6.4 6.0 8.3 0.9 2.1 0.1
資料）［産業組合中央会，1934］より作成。
表 3　東柘植産業組合職業別組合員構成（1933 年末現在）
総組合員数 農　業 工　業 商　業 その他
727　人 491 40 87 109












東柘植 776 3,992 484 40 98 − − − − 145 10 777 100（62.3） （5.1） （12.6） （18.7）
村主 363 1,602 294 8 11 1 9 12 6 341 93（86.2） （2.3） （3.2） （0.3） （2.6） （3.5）
西柘植 598 3,265 481 14 36 38 569 98（84.5） （2.5） （6.3） （6.7）
萩原 870 4,297 584 11 49 13 657 76（88.9） （1.7） （7.5）
新居 745 3,435 417 164 60 10 23 664 89（62.8） （23.2） （9.0） （1.4） （3.5）
錦産療院 682 3,156 47 33 71 309 18 142 5 625 92（7.5） （5.3） （11.4） （49.4） （2.9） （22.7）
医療利用組合連合会
中勢病院 15,698 81,258 7,003 962 2,603 360 490 594 31 12,043 77（58.1） （8.0） （21.6） （3.0） （4.1） （4.9）












































5 反未満 138人（27.9％） 109人（22.0％）
5 反以上 201　（40.6） 207　（41.8）
1 町以上 123　（24.9） 175　（35.4）






種　別 1929 1930 1931 1932 1933
自作 173戸（40.0） 144戸（32.2） 146戸（31.7） 146戸（29.5） 146戸（29.5）
小作 120　（23.6） 105　（23.5） 109　（23.6） 109　（22.0） 109　（22.0）
自小作 216　（42.4） 198　（44.3） 206　（44.7） 240　（48.5） 240　（48.5）



































































































































































































































































































































































































表 8　東柘植産業組合更生医院収支（1934 年 1月～ 6月末計）
支　　出 収　　入
容器代    8 円91銭 薬料 1,589円81銭
薬品購入代 631円83銭 処置料 514円60銭
印刷代   64円29銭 注射料 1,033円25銭
車馬賃   99円10銭 往診料 249円50銭
諸給料 1,375円80銭 手術料 6 円75銭
雑費   76円49銭 容器代 1 円97銭
住宅補助 25円 材料代 7 円28銭
利用料未収入 865円29銭 雑収入 8 円50銭
救療券未収入   67円53銭 計 3,411円66銭































　東柘植 1 ｃ）  2  8 1  1
　村主 1  1 3  4 1 1
　西柘植 1  2 1  9
　萩原 1  2 2  9 1  2
　新居 1  1  2
　錦産療院 2  2 2  2 1
　連合会
　中勢病院ｄ） 3 4 1 3 1  7 16 47 3 3 44
　大安病院 1 3 1 1 10 3 41  4
注）ａ）病床数には変化がある。1938年度は，東柘植 4 床，村主 8 床，西柘植 9 床，萩原 9 床，新居未記載，錦産療院 2［産業組合中央会，
1939］。参照資料に誤記載があるかもしれない。　
 ｂ）この時点で四種兼営医療利用組合でレントゲン装置を有していたのは，三重県の 4 組合のみであった。



















1938 2,283 16,312 44.7 − − − − 7,400 7,400 4,182 − 930 559
1939 1,849 10,614 29 5 63 0.16 83 6,122 6,205 3,891 601 10,677 6,204
1941 1,917 9,379 − 12 140 − 140 11,016 11,156 6,061 − − −
村主
1938 1,725 7,555 − 19 325 − 177 11,816 11,993 6,651 − 12 37
1939 1,214 9,695 27 11 398 1.1 1,115 7,302 8,417 5,300 − 54 320
1941 1,683 13,578 − 3 73 − 175 10,982 10,982 7,139 − − −
西柘植
1938 912 3,449 − − − − − 1,841 1,841 2,100 − 436 110
1939 729 5,748 16 − − − − 2,745 2,745 2,004 − 98 157
1941
萩原
1938 2,021 8,644 23.7 147 2,201 − 1,458 7,316 8,774 4,179 622 562 700
1939 916 5,626 15 1,018 3,151 0.9 2,630 6,310 8,940 5,200 404 1,200 824
1941 1,500 10,024 − 11 181 − 103 10,399 10,502 10,120
新居
1938 1,302 7,210 21 − − − − 3,978 3,978 1,600 − 98 450
1939 1,516 8,174 22 − − − − 4,374 4,374 2,280 304 102 54
1941
錦産療院
1938 1,988 13,190 36.1 5 73 − 1,458 7,316 8,774 4,074 − − −
1939 1,751 12,035 33 25 695 1.9 685 11,646 12,331 5,909 − 1,666 1,114
1941 1,315 17,292 − 66 2,315 − 7,454 5,213 12,667 7,664 − − −
医療利用組合連合会
中勢病院
1938 56,182 96,903 155 1,511 11,506 31 7,396 71,765 79,161 30,372 − − −
1939 53,068 92,684 254 1,733 14,040 38 54,839 42,744 97,583 31,772 − 4,022 1,515
1941 4,510 40,624 − 614 12,309 − 38,334 25,018 63,352 38,254
大安病院
1938注） 1,669 7,313 37 214 4,260 21 10,879 9,301 20,180 16,764 − 90 869
1939 2,432 10,032 27 326 9,339 28 25,211 15,748 40,959 23,016 − − −
1941 44,294 79,396 − 1,402 12,315 − 39,452 59,158 98,610 47,470 − − −
注）各組合の事業年度は，四種兼営医療利用組合はすべて 1 月 1 日から12月31日まで，連合会は 4 月 1 日から 3 月31日まで。但し，













































































































































1938（昭和13）年 1939（昭和14）年 1940（昭和15）年 合計



































普通組合 144 普通組合 246 普通組合 335 普通組合 725
特別組合 3 特別組合 1 特別組合 6 特別組合 10
代行組合 26 代行組合 36 代行組合 89 代行組合 151
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に 7 ～ 8 年まえからあったとされるが［同上，
42/7/1］，この時期にいたって一気に運動が結





























































































































































































































































 （2020年11月 6 日掲載決定）
東柘植信用販売購買利用組合更生医院
無断転載禁止 Page:18 
